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１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
草
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
三
次
調
査
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
Ｙ

一月
を

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
松
下
正
司

５
　
逹退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
注退
跡
の
年
代
　
平
安
を
江
戸
時
代

（中
心
は
主
と
し
て
鎌
倉

・
室
町
時
代
）

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

第
三
二
次
調
査
区
は
遺
跡
包
蔵
中
洲
中
央
部
東
側
に
位
置
し
、　
一
九
七
四
年

度
実
施
の
第

一
三
次
調
査
区
の
西
、　
一
九
八
三
年
度
実
施
の
第
三
二
次
調
査
区

の
南
に
あ
た
り
、
東
西
三
〇
ｍ
×
南
北
四
〇
ｍ
の
一
二
〇
〇
ド
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
区
で
は
、
Ｓ
Ｄ

一
三
七
五

。
一
八
二
〇
溝
等
の
北
か
ら
延
び
て

鎌
倉
時
代
の
町
の
東
限
を
画
し
て
き
た
大
規
模
な
南
北
溝
群
が
終
結
し
て
お
り
、

町
の
東
端
部
の
様
相
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
ま
た
室
町
時
代
の
Ｓ
Ａ
二
九
八
〇

。
二
九
八

一
柵
、
Ｓ
Ｄ
六
三
五
溝
等
を
検
出
し
、
柵
と
溝
に
よ
る
大
規
模
な
町

囲
な
い
し
町
割
が
広
が

っ
て
い
る
様
相
が
明
ら
か
に
な
り
、
町
の
構
造
を
確
認

す
る
上
で
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
調
査
区
南
東
部
で
は
遺
構
が
殆
ど
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
地
区

で
は
表
土
を
除
去
す
る
と
、
無
遺
物
層
で
あ
る
秒
層
が
湧
水
砂
層
ま
で
厚
く
堆

積
し
て
お
り
、
生
活
空
間
と
し
て
適
さ
な
い
場
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

塁
書
木
札
類
は
板
塔
婆

。
柿
経

・
標
柱
類
等
が
、
Ｓ
Ｇ
六
四
〇

・
三
〇
六
〇

池
等
か
ら
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｇ
六
四
〇
池
　
調
査
区
北
東
部
に
位
置
す
る
も
の
で
、
第

一
三
次
調
査
区

か
ら
続
く
。
今
回
東
西
約

一
一
ｍ
、
南
北
約

一
八
ｍ
、
深
さ

一
。
一
ｍ
を
検
出

し
、
全
体
で
は
東
西
約

一
七
ｍ
、
南
北
約

一
人
ｍ
の
規
模
に
な
る
。
江
戸
時
代

の
も
の
で
、
第

一
三
次
調
査
区
で
は
こ
の
池
の
東
北
部
か
ら
北

。
西
へ
向
け
て

溝
が
延
び
て
お
り
、
当
該
期
の
中
洲
中
央
部
東
側
の
様
相
を
考
え
る
上
で
注
目

さ
れ
る
遺
構
で
あ
る
。

Ｓ
Ｇ
三
〇
六
〇
池
　
調
査
区
南
西
域
に
位
置
す
る
も
の
で
、
東
西
約

一
五
ｍ
、

南
北
約
二
五
ｍ
、　
深
さ

一
・
○
を

一
・
六
ｍ
を
検
出
し
、　
更
に
西

（第
三
四
次

調
査
区
）
。
南

（未
調
査
）
へ
延
び
る
大
規
模
な
池
で
あ
る
。
南
半
部
は
Ｓ
Ｘ
三
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1984年出上の木簡

〇
四
九
（最
近
の
流
水
に
よ
る
落
ち
込
み
）
で
上
層
は
相
当
え
ぐ
ら
れ
て
い
た
が
、

下
層
全
域
に
は
多
量
の
木
質
を
含
む
粘
土
層
が
厚
く
堆
積
し
て
お
り
、
下
駄

・

折
敷

。
漆
器

。
人
形
等
の
木
製
品
が
多
く
み
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
当
遺
跡
で
は

二
例
目
の
紀
年
銘
の
あ
る
墨
書
木
札
⑦
が
出
上
し
、
草
戸
千
軒
の
実
年
代
を
考

え
る
上
で
貴
重
な
も
の
に
な
っ
た
。
な
お
こ
の
池
は
、
室
町
時
代
全
期
に
わ
た

っ
て
長
期
間
存
続
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

今
回
出
上
し
た
墨
書
木
札
類
に
つ
い
て
は
、
現
在
整
理

・
検
討
中
で
あ
る
の

で
、
主
な
も
の
の
概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

Ｓ
Ｇ
六
四
〇

〔者
ヵ
〕

①
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□
□
同
日
日
Ш
□
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□
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＝
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Ｓ
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六
〇

回
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□
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□
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□
□
〔酔
逍
　
回
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日
日
□
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ヵ
〕
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ヵ
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③
　
・
□
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ロ
ミ
ロ
ロ
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と
□
□
口
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□
□
□
な
く

．
醍
□っ仲ビ
ロ
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□
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□
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日
□

〔
か

ヵ
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へ
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日
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国
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□
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日
回

も
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回
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回
ち
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□
回
回
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①

。
０
は
細
い
丸
太
材
の
必
要
部
分
を
平
ら
に
削

っ
て
墨
書
し
て
お
り
、
０

は
両
端
部
と
も
欠
損
し
て
い
る
が
、
①
は
下
端
部
を
尖
ら
し
て
お
り
、
地
中
に

立
て
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
当
遺
跡
か
ら
は
同
様
の
も
の
が
第

一
三
次
調
査
の

Ｓ
Ｄ
六
二
〇
溝
か
ら
出
上
し
て
お
り
、
墓
標

・
供
養
碑
等
の
標
柱
類
と
考
え
ら

れ
る
。

②

。
①

。
⑭
は
板
塔
婆
で
、
②
は
頭
部
を
五
輪
形
に
、
③
は
圭
頭
に
整
え
、

④
は
下
端
部
を
尖
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
れ
も
長
期
間
外
気
に
触
れ
て
い
た

も
の
ら
し
く
、
文
字
の
部
分
が
浮
か
び
上
が

っ
て
お
り
、
③
は
墨
痕
が
全
く
残

存
し
て
い
な
い
。

⑥
は
破
損
し
た
折
敷
片
に
墨
書
し
た
も
の
で
、
記
述
を
材
の
面
内
に
お
さ
め

る
た
め
に
、
片
面
の
左
側
の
行
の
字
は
随
分
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

①
は
板
塔
婆
の
断
片
と
も
考
え
ら
れ
、
異
体
字
で
永
禄
四
年

（
一
五
六
３

が

記
さ
れ
て
お
り
、
当
遺
跡
で
紀
年
銘
の
あ
る
遺
物
は
、
第

一
五
次
調
査
の
Ｓ
Ｄ

七
六
〇
溝
出
上
の
明
応
二
年

（
一
四
九
一う

銘
の
板
塔
婆
に
続
い
て
二
例
日
で
あ

∠Ｏ
。①

は
断
片
、
⑨
は
柿
経
で
あ
る
。

こ
の
他
に
墨
書
木
製
品
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
Ｓ
Ｇ
二
七
四

一
池
か
ら
、
四

・
八
帥
、
三

・
四
銅
、
○

・
五
蝕
、
三

・
三
ｃｍ
間
隔
で
線
を
引
い
た
物
差
状
木

製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

広
島
県
車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

『草
戸
千
軒
町
遺
跡
―
第
三
三
次
発

掘
調
査
概
要
―
』

（広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
年
報

一
九
八
四
　
一
九
八

六
年
刊
予
定
）

下
津
間
康
夫

「
草
戸
千
軒
町
遺
跡
第
３３
次
調
査
概
要
」

３
草
一戸
千
軒
』

血
剛

一
九
八
五
年
）

同

「
草
戸
千
軒
町
遺
跡

一
九
人
四
年
度
出
上
の
主
要
遺
物
」

（同
右
血
１４３
　
一

九
八
五
年
）

（下
津
間
康
夫
）
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